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構 成 法 非 構 成 法
（１） グループ構成
目標 非構成法に同じ
グループ編成
数人のファシリテータ（リーダー）と数十人～数
百人のメンバー
スケジュール
数時間～数日間
場所
可能なら「文化的孤島」、日常の場でも可
目標 構成法に同じ
グループ編成
数人のファシリテーターと十名前後のメンバー
スケジュール
最低で数日間
場所
可能なら「文化的孤島」、日常の場でも可
（２） ファシリテーションの役割と機能
○プログラム（エクササイズの組み合わせ）作成、
○エクササイズの指示
○メンバーの参加態度（正直、率直、素直）の見守
り
○フィードバック
○グループの安全・信頼の雰囲気形成
○相互作用の活性化
○ファシリテーションシップの共有化
○個人の自己理解の援助
○グループからの脱落、心理的損傷の防止
（野島，２０００）
（３） プロセス
グループプロセス
はっきりとした理論なし
個人プロセス
はっきりとした理論なし
グループプロセス
発展段階仮説村山・野島（１９７７）
個人プロセス
個人過程仮説野島（１９８３）
（４） 効果（インパクト）
ほぼ全員がヒットが打てる 三振、ヒット、ホームランなど個人差が大
上級者向け）。
３）半構成的グループ
・森園・野島（２００６）が提唱
・テーマ設定：予めテーマを設定して指
示
（２泊３日の看護学生のグループの
例：EG参加への期待と不安、私の進
路を巡る過去・現在・未来、友人・仲
間・異性、野外EG、私のキーワード、
家族、言葉の花束）
・時間設定：発言時間をコントロール
・発言順：時計回り方式、指名方式
（５）構成法／非構成法の比較検討
（６）実践の領域
エンカウンター・グループは、次のよう
にいろいろな目的で様々な対象に対し実践
１）心理的成長：一般人、中学生、高校
生、予備校生、専門学校生、看護学生、大
学生、大学院生、夫婦、家族等
２）人間関係能力の教育・訓練：保育
士、教師、養護教諭、看譲師、福祉関係
者、療育関係者、電話相談員、企業人、カ
ウンセラー等。
３）心の癒し：緩和ケアにかかわる人、
女性、働く人等。
４）心理的治療：不登校児の親、（特別
な配慮をしながら）精神病の患者等。
５）異文化間交流：異なる文化や言語を
持つ人達。
６）社会的緊張・対立への対応：宗教、
人種、政治体制等が異なるため緊張・対立
が生じている人達。
－ 29－
★ちなみにカール・ロジャーズは、エンカ
ウンター・グループを含めた集中的グルー
プ経験を「２０世紀最大の社会的発明」と述
べている。
２．授業の進め方
以下、ある年の授業の内容と一人の院生
の感想を記載する。ファシリテーターは筆
者一人、メンバーの院生は１０数名である。
（１）構成的エンカウンター・グループ：
第１セッション
第１セッションは、構成的エンカウン
ター・グループを行う。
●第１セッション
＊内容＝マン・ウォッチング：１分
間、ゆっくり歩き回りながら、お互いの様
子を観察する。２分間マッサージ：ペア
になり、マッサージを２分間ずつ行い、感
想を語り合う。背中合わせ：別のペアで
１つの椅子に背中合わせになって座り、目
を閉じて１分間相手がどんな人かを感じ
る。イメージ・フィードバック：別のペ
アを作り、一方から他方にファシリテー
ターが指示する３つの指定イメージ（動
物、食べ物、乗り物等）を伝える。イメー
ジを受けた人から口火を切り感想を語り合
う。好きな言葉を添えての自己紹介：３
つのペアが合体して６人組となり、好きな
言葉を添えての自己紹介を１分間ずつ行
う。一人の人に他の人から１分間、集団
直撃インタビューを行う。
＊院生の感想＝グループ：穏やかな雰囲
気で、みんな安心していたように感じられ
た。ペアを作ることで、その人のことをゆ
っくり感じられた。自分：体も動かしなが
らのエクササイズはとても楽しかった。ペ
アの人のイメージを受け取ったりと、自分
がどう思われてるか考えることができた。
（２）半構成的エンカウンター・グルー
プ：第２セッション～第１３セッション
第２セッション～第１３セッションは、以
下のようないろいろなテーマで半構成的エ
ンカウンター・グループを行う。テーマに
ついてまず教員が５分間語り、その後は院
生がランダムに５分間ずつ語る。一回りし
たら、１０分間ほど補足、質問等を行う。
●第２セッション
＊テーマ＝私の進路をめぐる過去・現
在・未来
＊院生の感想＝グループ：温かい雰囲気
で、笑いもあり、穏やかであった。聴いて
くれていると感じられるグループだった。
自分：比較的緊張せずに話ができ、グルー
プの話にも集中して話を聞けたと思う。
●第３セッション
＊テーマ＝友人・仲間 （このセッショ
ンはファシリテータは所用のため不在）
＊院生の感想＝グループ：先週に比べ少
し重たい空気の時もあったが、それは話す
人の率直な気持ちが話されていたからだと
感じた。自分：初めて自分から話すことに
とても緊張した。ファシリテーターがいな
いことがこんなにも不安を感じてしまうの
かたお思った。頭で考えることが多く、も
う少し感性に目を向けたい。
●第４セッション
＊テーマ＝異性・恋愛
＊院生の感想＝グループ：雰囲気はよく
安定したグループであった。話が詰まる人
もあまりいなかった気がするが、本音で語
ってる人も多かった。自分：最初、何を話
そうか全く浮かばずの参加で、自分の番が
－ 30－
きたら、話すことないと思っていたが、何
人かのメンバーの話を聞くにつれ、「私も
あったな」と感じることもあって、話すこ
とができた。
●第５セッション
＊テーマ＝結婚
＊院生の感想＝グループ：雰囲気は明る
い時と暗い時の差が激しかった。それぞれ
メンバーは、自分の考えが深まっているよ
うに感じた。自分：今回は特に、他のメン
バーの話から影響を受けたように思う。話
したいことが次々と出てくるようであっ
た。
●第６セッション
＊テーマ＝家族
＊院生の感想＝グループ：話しにくい人
も多かったように感じた。家族がテーマで
も、話す内容によって、大きく空気が変化
したように思う。自分：話す際、Aさんを
何度も見た。Aさんの聴く態度が、とても
安心できるものであったからだと思う。
●第７セッション
＊テーマ＝私のキーワード
＊院生の感想＝グループ：M１のことを
知っているようで知らなかったと感じた。
新たな面がエンカウンターで見れること、
とても面白いと感じる。自分：自分の言葉
で自分の気持ちを素直に話すことができ
た。言ったことで周り（メンバー）からど
う思われるか少し考えてしまった。
●第８セッション
＊テーマ＝今ここで話したいこと・話せ
ること
＊院生の感想＝グループ：今話したいこ
と話せることがテーマであったため、どん
なグループになるのか少しドキドキしてし
まった。雰囲気は穏やかで、自分のことを
開示する人が多かったように思いました。
自分：今一番気がかりなことを言葉にで
き、とてもすっきりしました。咳が止まら
ず、他の人の話し中にもゴホゴホしてしま
って、申し訳ない気持ちになりました。
●第９セッション
＊テーマ＝今ここで話したいこと・話せ
ること
＊院生の感想＝グループ：今回、話した
内容はみんなバラバラなようでしたが、一
体感があったように思いました。雰囲気は
軽すぎず、重すぎずと感じました。自分：
今回久しぶりに前半で話したのですが、い
つも他のメンバーの話を聞く中で、話した
いことが出てくることが多かったため、何
話そうかと悩む時間もありました。他のメ
ンバーで、私の話から考えることがあった
のかなという話もあったため、少し嬉しく
思いました。
●第１０セッション
＊テーマ＝今ここで話したいこと・話せ
ること
＊院生の感想＝グループ：今回のセッシ
ョンでは落ち着きがない人が多かったよう
に感じた。今年最後のセッションというこ
ともあって、話が近い人も多かったかなと
思った。自分：再度、一番最後に話すこと
となったが、以前に比べて落ち着いて話せ
たように感じた。自分について探ることが
本当に増えたと思う。
●第１１セッション
＊テーマ＝今ここで話したいこと・話せ
ること
＊院生の感想＝グループ：今回は、年末
年始に関係した話が多く、メンバーの理解
－ 31－
が進めた気がする。メンバーの話を素直に
聞けたように思う。自分：年末年始の話を
してみて、あまり開示できなかったかもと
感じた。しかし、私の中で、ここまで出せ
ると思ったところまでは話せたと思う。
●第１２セッション
＊テーマ＝今ここで話したいこと・話せ
ること
＊院生の感想＝グループ：最初から最後
まで穏やかな時間だったような気がする。
メンバーの発言で、今までとは違う流れに
なったが、とても良い時間になったと思
う。自分：自分の発言では、話したいこと
がいくつもあったため、時間配分が上手く
出来なかった。最後の時間では、思ったこ
とをしっかり伝えることができた。
●第１３セッション
＊テーマ＝今ここで話したいこと・話せ
ること
＊院生の感想＝グループ：今回は重たい
雰囲気であった気がする。それは良くなか
ったとかではなく、メンバーの話す内容が
深くあったからと感じた。自分：Bさんの
話を聞いてから、他のメンバーの話よりも
自分のことばかり考えてしまい、話した後
も落ち着かない気持ちであった。
 考察
システマティックな臨床心理面接の訓練
の特徴・意義としては、次のようなことが
あげられよう。
１．きく・みる・やる方式
筆者は、心理臨床の技能の獲得には、き
く・みる・やる方式が大事だと考えてい
る。「きく」というのは、講義を通して技
能について理論を学ぶことである。「み
る」というのはその技能の実際について観
察することである。「やる」というのは、
その技能を自分でやってみるということで
ある。本訓練では、この方式が取られてい
る。「積極的傾聴」では、説明を「きく」
ことを行った後、指導教員のデモンスト
レーションを「みる」ことを行い、さらに
練習を「やる」ことが行われる。トライア
ル・カウンセリングでは、クライエント体
験をしながら、臨床心理士のカウンセラー
の言動を「みる」ことが行われる。エンカ
ウンター・グループでは、説明を「きく」
ことを行った後、メンバー体験をしなが
ら、指導教員のファシリテーションを「み
る」ことを行い、さらに話したり聞いたり
のグループ体験を「やる」ことが行われ
る。
２．体験学習の重視
学習の形態としては、知識（概念、理論
等）を学ぶ認知学習、観察を通して学ぶ観
察学習、体験を通して学ぶ体験学習等があ
るが、本訓練では体験学習が中心である。
その理由としては、臨床心理面接は技能で
あることを考えると、技能の学習には体験
学習がもっとも有効だからである。しかも
技能の学習は体験を数多く積み重ねるほ
ど、上達することになるので、本訓練では
数回の体験だけでなく、長期にわたり多数
回の体験をすることになっている。
３．クライエント体験の重視
臨床心理面接は、基本的には援助者とし
ての技能を身につけることが目的である
が、それがよりよくできるためには被援助
者としての体験がきっちりあることが有効
－ 32－
である。というのは、援助される側が、ど
のような気持ちで援助場面にコンタクト
し、援助者の言動からどのような影響を受
けるのか、自己開示・自己表現がいかに難
しいかを自ら体験しておくことは、自分が
援助する側に立った時に、被援助者により
細やかにより丁寧に寄り添うことができる
ことになるからである。積極的傾聴の訓練
において（教員と他の１３名の院生との間
で）１４回＜話し手＞（クライエント）を体
験することを通して、またトライアル・カ
ウンセリングにおけるクライエント体験を
通して、どのような＜聞き手＞の態度、雰
囲気、応答の仕方が話しやすいか、あるい
は話しにくいかを実感として知ることにな
る。
４．２つのタイプ（個人臨床とグループ
臨床）の臨床心理面接の学習
臨床心理面接と言う場合、ややもすると
個人臨床にウェイトが置かれグループ臨床
は軽く扱われるか、全く扱われないことが
多いように思われる。しかし、心理臨床の
現場ではグループ臨床へのニーズは高い。
近年では、心理臨床家は個人臨床とグルー
プ臨床の両方ができることが求められてい
る。このような状況を考えると、大学院教
育では個人臨床とグループ臨床の両方の技
能を学習させることが必要である。そうい
う意味では、この臨床心理面接の訓練は両
方が学習できるプログラムとなっており、
時宜にかなっている。
５．同期生の人間関係づくり
システマティックな臨床心理面接の訓練
の「積極的傾聴」では、院生相互に全員と
の間で５０分間の「聞き手」、「話し手」を体
験しており、相手を知ること、相手に知ら
れることが起こっており、人間関係づくり
に貢献している。また「エンカウンター・
グループ」でも、毎回５分間の自己開示を
行っており、相互に相手を知ること、相手
に知られることが起こっており、人間関係
づくりに貢献している。何らかの縁で同期
生となってメンバーと深くて親密な人間関
係の形成ができたことは、大学院在学中は
もちろん、大学院修了後もお互いに支え合
い、励まし合っていくことにつながると思
われる。
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